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■■■ 不正競争防止法による禁止事項 ■■■

1 ）広く 周知 されている商品の表示を使用して 他人の商品と 混同 を

生じさせる行為

［例］ 動くカニ 看板事件

動くカニの看板を出していた札幌の『かに将軍』に対し，

⼤阪の有名料理店『かに道楽』が看板の使⽤禁⽌を求めた
どうらく

もの。形状⾃体は天然の松葉ガニを模しているので意匠とし
まつば も

ては認められないが，⼤きな動く看板にしたことで識別⼒

を有しているとして訴えが認められた。
うつた みと

※ 不正競争防⽌法を使って争う場合には，商標法に基づく登録をしていなくてもよい

［例］ ファイアー エムブレム （FE）事件

ＦＥの⽣みの親と⾔われていた⼈物が任天堂を退職して開発会社を⽴ち上げ，ＦＥと世
にんてんどう

界観を共有する『エムブレムサーガ』を発売しようとしたエンターブレインが訴えられた

例。識別⼒の中⼼は「エムブレム」にあるとして混同が認められた。

2 ）著名な ブランド の 不正使用

［例］ アリナビッグ 事件

武⽥薬品のビタミン剤『 アリナミンＡ２５ 』と，表⽰全

体の字体や⽂字の⾊・配列等が類似した外観を持つ製品につ

いて，不正競争にあたるとされた例。

※ （1）の要件である「周知」よりも（2）の「著名」の⽅がハードルが⾼い。その代わり，（2）の

著名表⽰と認められれば，実際には混同が⽣じていなくとも不正競争と判断される。
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3） デザイン を 模倣 した商品の提供

［例］ ニュー タマゴウォッチ 事件 （東京地判平 10.2.25）

バンダイが製造していた「たまごっち」と基本的な構成が

類似した卵形のヒヨコ育成ゲームにつき模倣品であると判
るい じ たまごがた いくせい も ほうひん

断され，輸⼊の禁⽌と，2000 万円の損害賠償⽀払いが命じ

られた例。

※ 意匠法に基づく登録をしていなくとも，不正競争防止法であれば争える。

4） 営業秘密 の侵害

［例］ ベネッセ 顧客 情報流 出事件〔2014年〕
こ きやくじようほうりゆうしゆつ

システムエンジニアが，約２千万件の顧客情報をスマートフォンにコピーして持ち出し
名簿業者に販売したとして逮捕され，懲役２年６か⽉，罰⾦ 300万円が科せられた。

たい ほ ちようえき ばつきん

［例］ 男性⽤ かつら 顧客名簿事件 （⼤阪地判平 8.4.16）

販売店Ａ社に勤めていた従業員が顧客名簿を複写して持ち出し，独⽴開業後に名簿を使
って顧客の獲得を⾏った事件。判決では，不正に⼊⼿した顧客名簿の廃棄と，損害賠償 50

万円の⽀払いが命じられた。

5） ドメイン 名の不正取得
ふ せいしゆとく

［例］ dentsu事件 （東京地判平 19.3.13）

著名な広告代理店「電通」と類似する「dentsu.org」など 8つのドメインを取得した
こうこくだい り てん るい じ

うえ，10 億円以上で買い取るよう通告してきた者に対し，ドメイン使⽤の差し⽌めと損
つうこく さ と そん

害賠償 50万円の⽀払いが命じられた。
がいばいしよう
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6） 技術的保護手段 を解除する装置の販売
かいじよ そう ち はんばい

［例］ ケーブルテレビただ⾒チューナー事件（東京地判平 17.1.31）

ケーブルテレビの スクランブル 信号を不正に 解除 して有料放
ゆうりようほう

送を無料で視聴できるようにする違法チューナーを輸⼊した業者に対し，販売を⾏って
そう む りよう し ちよう

はならないことが命じられた。

［例］ マジコン事件（東京地判平 21.2.27）

「ニンテンドー DS」のカードに付された制限を無効化する装
ふ む こう か

置の輸⼊が禁⽌され，製品の廃棄が命じられた。
はい き

7） 原産地 や 品質 の誤認を惹起する表示
ご にん じやつ き

［例］ ミートホープ事件 （札幌地判平 20.3.19）

⾷⾁加⼯業者が， 鶏 や 豚 などを混ぜて製造したミンチ⾁に「 ⽜ 100 ％」
ま

と表⽰し，取引先⼗数社に約 138トンを出荷して代⾦約 3900万円を詐取した⾏為につき，
とりひきさき しゆつ か さ しゆ

懲役４年の刑が科せられた。
ちようえき か

8） 信用 毀損行為
き そん

（ ＝競争関係にある他⼈の信⽤を害する虚偽の事実を流布する⾏為 ）
きよ ぎ る ふ

［例］ ⿊烏⿓茶事件 （東京地判平 20.12.26）

サントリーの商品と類似した外観を持つ『ブラックウーロン』を売り出した業者Ｙが，

ウェブ広告で「サントリーなんかまだうすい！」と宣伝し，Ｙのティーバッグ１包でサン

トリーの 70 倍のポリフェノールを含む烏⿓茶を作れると宣伝した。しかしＹの広告は事

実に反するウソであるとされ，損害賠償の⽀払いが命じられた。


